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【研究の背景】前臨床・創薬のための分子イメージング分野では、複数の PET・SPECT核種から

放出される様々なエネルギーのガンマ線を同時かつ定量的に撮像するための研究が進められてい

る[1]。多核種同時イメージング用検出器の開発では、高エネルギー（HEGP）コリメータ SPECT

とコンプトンカメラの研究が主流である。我々の研究グループでは、SPECTのコリメータ部分を

シンチレータで置き換えたシンチレーションコリメータ検出器について、2019年秋の応用物理学

会で報告した[2]。この方式では、SPECT 装置では特に感度が低く分解能が悪かった PET 核種に

対して、コリメータ部分の同時計数イベントを用いることで、大幅な感度向上が期待できる結果

となった。本講演では、コリメータに用いるシンチレータの物質、厚みを検討するために、GATE

を用いたシミュレーションを行ったので報告する。 

【手法】Geant4 Application for Tomographic Emission (GATE) ver. 9.0を用いてコリメータに用いるシ

ンチレータの物質、厚みに関するシミュレーションを行った。コリメータの物質として、BGO、

GAGG、YAGを用いて、厚みを変えた際のコリメータ内部での透過・散乱の影響を調査した。シ

ミュレーションで用いた核種は、99mTc、111In、18Fとした。 

【結果】シミュレーションを行った際の検出器ジオメトリと検出器のレスポンスを Fig. 1に示す。

結果として、BGOシンチレータに対して、厚み 30mm、穴径 2mm、セプタ厚 2mmとすることで、

99mTcでの感度 178cnts/min/μCi、分解能 11mm@10cm、透過イベント割合を 15.4%に抑えることが

可能とのシミュレーション結果を得た。本講演では、シミュレーション結果を元に検出器を試作

し、57Co、22Na線源を照射した際

のイメージング性能評価結果に

ついても報告する。 
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Fig. 1. The detector geometry used in GATE simulation (left), and detector 
response for 99mTc (right) 
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